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労災診ぽ1Jf税査体制等充実強化対策諭設に係る留意事項等について

労災診旅白川和査体1I司令子充実5州乙対策事業(以下「委託311汁~J と bづ。)に係る

t受託者と i虫抗して行う労災診g，~:Nt~干査点検等業務については、以下の点につい

て留意事頃等を盤J!llしたので¥平成 21年 4月からの事務処理より実施された

し、。

古己

1 労災診1i';f:'1!2 に係る長点~m;読について

労災診抗[iTに係る rlí点~n~~況については、別添 1 I労災診11liltに係る点I漁業

務について(平成 2H三3月 27日付けJ主労'f1!i5s0327001号)Jを、受託者本

吉1¥に通知したので、受託者地方ziJ務所と迎t15の上、「労災診療授に係る重点審

査について(平成 21年 2月 20日付け基労補発 0220003号)J を踏まえ、労

災診療44'調子査点険等業務を実施すること。

また、当該点険業務の実施に当たっては、労働周の指示に基づき実施する

こととしており、交託者本部も了解済みであるのマ申し添える。

なお、頂点官査に係る疑義付銭lζついては、受託在が貼付基準のすべての

項目(明らかに疑義のないものを除く。)につき作成し、労働局にJl報告され

るものである。

2 労災診ttpyt'詐蕊点 11ド!f;~~tf:J%統計の fíミ計処理について

(1)受託者による集計処理



疑義付築様式例については、平成19年3月 15 日付~t事務連絡にて示してい

るところであるが、労災診療費請求書等、労災薬剤費請求書等、アフター

ケア委託費請求書等及び二次健康診断等給付請求書等の労災診療費審査点

検等業務については、 21年度4月から別添2 r疑義付~様式(例)J をど使

用して行うこととしており、新たな集計項目及び分類による統計を受託者

が採ることとした。当該集言十項目及び分類は、日1]添3 r疑義件数等の集計

分類」のとおりであり、受託者地方事務所にて毎月集計(疑義付-ZEへの件

数記入を含む。)し、労働局へ報告すること左した。そのため、アフターケ

ア委託賀'及び二次健康診断に係る疑義付箆については、支払終了後当月分

を取りまとめの上、翌月 10日までに受託者へ送付すること。

(2 )労働局審査結果等の記入

別添 2の「労働局審査結果等j の捌には、労働局審査の結果についτ受

託者が記入した二次容査点検結果等の項目毎に、日1]添3の「注意事項Jに

&づき rAJから rGJまでの該当する記号及び』意見等を記入すること。

また、受託者が疑誌としていない事項について、労仰J局において新たに

う1;:定等する場合には、月1]添2の「労働局指摘Jの州に同様に記入すること。

3 平成 21年度の委託事一長の受託者について

平成21年度の委託事業については、財団法人労災保険情報センターを受

託者として実施することとしたので了知されたい。
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労災診療摂に係る点検業務について

平成21年度において、 iL十財団に委託して行、う労災診狩~fJt 甲子:古1体制j等充実強化対

策本主主のうち労災診庶列等:好奇点検等につき、以下の点を確実に実施していただ

くようお仰いします。

告寸
ロu

1 以 下の(1 )から(7)までのいずれかの嬰伴に該当する診療問請求内訳者:

(以下、 「レセプト」という。)すべてについて付袋を貼付すること。

(1)特定入院料

• 'Jえ命救ー念入院料、特定集中治療室管刻i料及び白filj明日ハピリテーション病

抑入院料のうちいずれかを算定しているもの

( 2 )，同一手術里子に係るもの

・指及び四肢に|到する複数手術

( 3 )全席植皮術、分周植皮術

-Eq-皮欠損用グラフトを使用しているもの

(4 )雌結合術

-俗病名が「指の腿附裂のうち、屈筋1¥主断裂を除くものj に対する』主総合術

( 5 )骨折等に係る手術

① 件折同血的手術

・内固定材料、例外固定器カo-JrR又は固定用金属ピン(創外固定器用)が誌



求されていないもの

。固定材料として銅線又は銀線のみが請求されているもの

。1傷病部位に対して、髄内釘が複数請求されているもの(集束型が複数

請求されているものを除く。)

② 骨内異物(挿入物)の材料が銅線、銀線等であるもの

L骨内異物(挿入物)の材料が碓認できないもの

② 骨移植術

砂人工骨を使用じている骨移植術

④ 関節内骨折.~~血的手術

-傷病名が「関節内骨折を除くものj に対する関節内骨折観血的手術

。内固定材料が請求されていないもの

-自リタト固定器加算又は固定器用金属ピン(創外固定器用)を詩求している

もの

( 6)切断四肢再扶合術

。すべての切[1)[四肢再談合術

( 7 )骨折及び関節の{持病により、 3年以上継続f宗務しているもの

2 全レセプトの全項目について事前点検を行うものであるが、以上の 7項目に

ついては、車点的に点検業務を行うこと。



疑 義 付 護(審査点検用)(1~j) 
5lIJi悉Z

( 診療費 ・薬剤費 ・アフターケア ・ 訪問看護 ・二次健診

労(助者氏名 [ 年 時 1¥指定医酬瞬間時t定醐糊融 {請求錨

歳7 円

コード 番号 一次審査点検疑義事項等 一次審査点検結果等

J 

、

担当者 A : .51.定可 B 耳定不可 寄 n管理者 {目当者(主l卦
c :'1>'骨j問書うle D 回全

E:その他

*2単純な諦求摂*:l 解釈誤 叫行政宇11断 キ5 医学的判断

中1疑毅l'ト数 l世間 件減 釘 件
良i量一一段減ー?件とilji曽賢一一政滅 一刻件i単l首一 成;瓜一一見1<¥ニlli量量一 成減

1* 

件
，---ーーーi一-一T 一一一一一一ー一 a一-一-ーーーーーーーー-ーーーー------ーーーーー司・.---

l 
ヰ日内労働局 7jjj、

平7 労働局指摘 j~ 数 i首 減 件ij首 減 件 [1首 滅 1* t J曽 減 I'i' 

労伊局知胡'1副主，¥e附宇治儲結果等

労副局又l士労IH)!.~\品目f将司日間
局m当者

A支払司 S:n定 c ・ iiFt~司会付託 D:文til照会 E'，{'守、問 F:j日幻 G . \tl~Js.不自'0fiíf



疑義付婆記載要領

O ヰ 1 RIC二次審査点検において、減額(又は増額)と考えられる件数を記入するa

o *2から *5は*1の内数とする。

~~ 2 労災診療費算定基準(診療報酬点数表及び調剤報酬点数表を含む)に記載された点数、金

額の転記誤り、計算誤り等に係る件数を記入する。

*3 労災診療費算定基準(診療報酬l点数表及び調剤報NiJl¥点数表を含む)に明確な算定要件が記

i除されている場合に、その要件の解釈を誤って算定しているものに係る件数を記入する。

*4 診療費詐査委員会に付託することなく、労帥局の判断により結論が出されたものの件数を

記入する。 (r匙 2単純な詰求誤j、r* 3解釈誤J、r* 5医学的判断」以外のもの)

*5 診f原~宗:言?ち守jy引lti

o *6 "'2 キ 3*4 キ 5 の各{件牛数のうち~:~ 2及び*31は土 RI刊C 疑義内容どおり了承されたもの、~~ 4 

及。、*5は RICの疑義内容、 I民j処が的確に記，1屯されているもの(↑'j¥Im7- 2号帯交委員会用疑追

付詫を作成する均合は、その日寺点によって具{下的にFr:設内容が'iH=カミれている場合も含む。)にお

いて具体的に既技内容がi!-::かれているflt合も適正とする。)の件数を記入する。配定したか否か

の結果によるものではなく、労(!fi市局~i1査結果において rc:;I.J.:冷不的1I'MJ(ピントがはずれている。

内容恨|処が不十分。)以外の件数を記入する。

民主'i毛付皇室の内容について労例局から!照会があっても、字句の訂正程度て、あれば的確とするの

で、 ~~:r~不的確と記4屯されたJ.lr.~窄について、判断が不明な1司令は必ず院涜不的111ft としたrl!由を 1]日

いて、時間が伐る l号合は木部八位1告すること。

o *7 点，Iif，i!li.れ等により RICが呪i告としておらず、労例局'[17JI17.の際に新たに労ff;h貯J担当官又は言全般

'i.'( :j¥=j: JI i:主主j可が発見し、疑おとした件数を記入する。その内容により「単純な前:;:J主税J(単なるu!耳

記入、転記誤り等の弔奈を発見した場合)、「内問~;j~~J 労災診H;t:{'{， X:;l定基準の解釈から明らかに

rm込ーっている''11:烹を発見した均合)、「行政判[111J (行政判山fすべきものを発見したlit合)、「医学

的判断J(医学的判[Iirすべきものを発見した均合)iJlJに件数を記入する。

O 訪問者諮問用の事資点r]i'!結果については r* 1粍潟件数」の地額件数及び減官民件数のみ記入する。

O 訪問看税引用については「労I~IJ局幹奈結果J を「労働基準監官署帯査結果」と、また、「労[助局指摘J

を「労例基準監'1ま持指摘Jと読み替える。

/i注) 診1rlT7十日f委J司会に全レセプトを付託している ¥1，:))5所において、診岐川好克委員会用の付設を作

成する等¥f;:前に「医学的判断j草案として明らかに把握できる時合は、その件数を「医学的判断」

に、また、「単純な訪耳石呉」及び「角平;{R~呉J を除いた労相地局判断lとより査定等を行った場合は「行

政半IJlljfJに計上すること。



疑義付護
( 診療費， - 薬剤費・ アフターケア

( 191]) 
訪問看護 ・ 三次健診

労働者氏名 〔 年 月分]指定医療椴関25番号又は指定医療~Jit関等名 請求金額

(歳)r 円

傷病 名

審査管理者| l二次審査点検| 一次審査点検l

次

審

査

点
検、

次

審

査

点

j A : ~'i定可 B ;?，7.定不可 C 労削局部抗 口 H開会 E その他

*2 ~1t4iむ祁zt誤 1 43 附駅路 ( 叫口th判断 ，5 医学的判断

*1 t量殺件以増額 件減額 lヰ l国 政件 ei自 滅 I中・ i目 減円zll目 減件

審

査

委

貝

式コ会玄h 

労{局動

又
Iま

労働基

J 叫内労1仙局了承 i曽 減 件 ll目 減 13|-1 1自 滅 n; J白 i!r.t'| 

*7 労刊当局WH市件数 増 減件 ;l曽 滅 11 鴎 滅 l牛li自 JHi 件

審査結一果|ィー適正 ロ・照会 ハ査定 (A不適応 B:過剰 C:重複 D 私病 E その他)I担当安員

労帥局誕百結果等

苦且 労{叫局附 局幽有

督署

結果 l A 支払可 B 査定 C 部査委員会付託 D 文書照会 E if回 F 指J早 G 涜筏不自~J{ìïL



~\\添3

疑義件数等の集計分類

分類 1単純な請求誤り 2!iJ手釈誤り 3行政判断を要するもの 4医学的判断を要するもの

労災診療費算定基準(診療 マコ災診便受算定基準に明確 労災診ィ~~ 医字的伽要する事実で、診療費[
報ilil!j点数表及び調印J報酬点 な算定要件が記載されてい て、労働局の判断(診療費審査委員会に 審査委員会等の意見を求めて結論を

労災言J:{~~費
数芝去を含む)に記裁された る士号合に、その妥i牛の解釈 付託するものを除く o )により査定等を 出すもの l 

点数、全領の12三記誤り、計 を誇って算定しているもの 行ったもの(薬剤1~( 吉ü)
算誤り等に係るもの ( 1単純な請求5耳切、 211平沢誤り、 4医

定設
学的判断を更するもの以外)

fアクーケアの対象傷病及び措置範囲
アフターケア 向上 向上

(再発の疑い等)に疑義のあるもの 向上

-ーー-ー・ (jァ、\'回4立Fニ雪~::: 計算誤り等に係るもの 対象なし
沢健号ミー診断等給付の支給対象として完

対象なし誌のあるもの

疑義件数 受託者における審豆点民において、減額(または増領)と考えられる疑義件攻

Aム 怯田 ヲ { 労{動局が君子五を行うに当たり、受託者の記救内容(医療機関への照会内容、
<)J ú到局か~'廿した時ーに、ヌ託ー守の記載のとおり査疋としず一恨i~;!!等)が的確に記載されている件数(労働局による確認を要すると判断し | 

，哩"τ司~、
内労働局了承

ドド?ft 一 也 ザ たものに{日付し川も同り査定山否かではない~工耳目
(主査結果に fB:主疋J~記叫してい心もの 市 2) (寝苦泊、果に fG 疑義不日目iigj 2:::記載していないもの ※ 2) 

労働局指摘 受託者が疑義としておらず、労働局王吾容の践に新たに労働局(言k療費審査委員会を含む。)が発見した疑義件数

注意事項

※1 訪問看設については、当集計の対象外とする。

※2 疑義付皇室に審査結果として fA:支払可 B:査定
選択可)。

C:筈，豆委員会付託 D 文書照会

特に渓~.~(の疑義内容が記殺されている場合、 主主主室内容毎に幸子三歪諸FZを記識すること。

A:支払可・・・受託者の疑義が誤っていたたゐ支払可としたもの
B:査定・・・受託者の疑事をどおり査定としたもの
C:審査委員会付託・・・客一歪委員会に付託ナるべき事実と判断したもの
D ;文書照会・・・方災指定医療従関等に対して医学的事項を荏認するべきもの
E ・1呆留・・・支払を保留するべきもの
F : l'旨i主・・・労災指定医療従関等に対Lて労働局が指翠するべきもの
G j疑義不的liI.・・・受託者の疑義内容、根拠主事力主日ヨF回二記設されていないもの

E :{，♀:留 F:指導 G:疑義不的確j を記載すること (複数


